
様式１－２
グリーンエネルギーCO2削減等計画書
１　グリーンエネルギーCO2削減計画
１．１　グリーンエネルギーCO2削減計画の名称
１．２　グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細）
別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」１．参照。
１．３　グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論
　注1）本計画に適用される方法論にチェックすること。
	チェック
	種別方法論番号
	種別方法論名称

	□
	P001
	風力発電

	□
	P002
	太陽光発電

	□
	P003-1
	バイオマス発電（鶏糞、バガス等）

	□
	P003-2
	バイオガス発電

	□
	P003-3
	木質バイオマス発電

	□
	P004-1
	河川に設置する新設水力発電

	□
	P004-2
	既設設備等に付加して設置される水力発電

	□
	P004-3
	離島の河川に設置された既設水力発電

	□
	P005
	地熱発電

	□
	H001-1
	太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式））

	□
	H001-2
	太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式））

	□
	H001-3
	太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房））

	□
	H002-1
	バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム）

	□
	H002-2
	バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム））

	□
	H002-3
	バイオガス熱

	□
	H002-4
	バイオマス熱供給施設

	□
	H003
	雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設）


１．４　方法論で定める要件への適合性
別紙２①「グリーン電力要件チェックリスト」又は別紙２②「グリーン熱要件チェックリスト」参照。
１．５　グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定
注1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定方法を記載すること。
１．６　J-クレジット制度への申請又は登録の有無
	申請中（未登録）
	□
	登録
	□
	申請・登録なし
	□


　　注1）「申請中（未登録）」又は「登録」のどちらかを選択した場合はどのようにして重複を排除するのかを記載すること。
　
１．７　非化石価値取引市場への申請又は登録の有無
	申請中（未登録）
	□
	登録
	□
	申請・登録なし
	□


　　注1）「申請中（未登録）」又は「登録」のどちらかを選択した場合はどのようにして重複を排除するのかを記載すること。
２　グリーンエネルギー運営・管理計画
２．１　各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法
注1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・管理者への報告方法（体制）を記載すること。
注2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」３．参照。
２．２　モニタリングの対象及び方法
　注1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。
	記号
	定義
	単位
	モニタリング方法

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


３　グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画
３．１　グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報
別紙３「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画」１．参照。
３．２　環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報
別紙３「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画」２．参照。
（グリーン熱種別方法論の場合）


代替される熱設備の二酸化炭素排出係数　CEFfuel,BL


：モニタリング方法の欄には、具体的な燃料種と数値、デフォルト値を使用するか否か（デフォルト値を選択する場合は、都市ガス供給エリアか否かの確認方法）を記載。また、デフォルト値以外を使用する場合には、その根拠資料についても記載すること。


代替される熱設備のエネルギー消費効率（高位ベース）　εBL


：モニタリング方法の欄には、具体的な数値と、デフォルト値を使用するか否かを記載。また、デフォルト値以外を使用する場合には、その根拠資料についても記載すること。








